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Case 25-2003: A Newborn Boy with Petechiae and Thrombocytopenia  (Volume 
349:691-700) 

 
【problem lists】 
#1 子宮内発達遅延 
・ BW 2.29kg（10percentile 未満） , height 46cm（10～25percentile）, 頭囲 33cm
（25percentile） 

#2 出血傾向 
・ 多数の点状出血を顔・体幹・手足に認め、吸引 cupがついていた部分で特にひどい。（Fig 

1） 
・ PLTが 10万未満で推移 
#3 肝脾腫大 
・ 脾は左の肋骨縁の 2.5から 3.0cmのところに触れる, 肝は右の肋骨縁から 3.0cmのとこ
ろに触れる 

#4 高ビリルビン血症 
・ 総ビリルビン 4mg/dl以上 
#5 感染疑い 
・ 血液・脳脊髄液・尿から培養が得られた（詳細不明；記載なし） 
#6 他留意すべき所見 
・ 母親の出産前血液検査：IgG-Ab for CMV（＋）IgM-Ab for CMV（±） 
・ 20週時の超音波：心臓にエコー輝度の高い focus、hyperechoicな腸 
・ 脳脊髄液が血性である 
 



 


